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　〔症例〕57才男性。血友病Aにて血液製剤の投与を
受けHIV抗体陽性となる。1991年9，月1日目自宅
で突然歩行障害を自覚。9月3日より59度前後の発
熱、傾眠傾向認め入院となる。入院後急速に意識障
害が進行。MRSA肺炎にて発症後55日で死亡した。
　〔全身病理所見〕死後約12時間。死因は大葉性肺
炎。組織学的には肺胞内に多数の炎症細胞が浸潤し
ていたが、真菌、carinii原虫やtoxoplasmaなど
は認めなかった。全身のリンパ節は萎縮が強く、胚
中心構造は消失し、リンパ三二も減少していた。ま
た心臓の左心耳に血栓はなく大動脈の硬化は軽度で
あった。
　〔神経病理所見〕脳重1，3509。下表はやや混濁。
動脈硬化は左右の内頸動脈、脳底動脈とも軽度であ
った。割面では、血管分布とは一コ口ない境界やや
不明瞭な病巣（大病巣）が右の尾状核から内包前脚、
被殻にかけて認めた。大脳白質に散在性に直径5ππ
大の境界明瞭な病巣および、小脳白質から歯状核に
かけて小病巣を認めた。組織学的には病巣の中心部
が広範にわたり壊死を起こし、その壊死巣の周辺部
に胞体が赤く染まるmacrophageが存在し、まだ周
囲の壊死を起こしていない部位に、ごく僅かな
toxoplasma胞体、融合しつつある細胞と血管周囲
のmacrophag　eの集合像を認めた。
　〔問題点〕1．大病巣の原因をtoxoplas皿a感染単
独で説明できるか？　2．「融合しつつある細胞」が
あることから、Hエvの脳障害には細胞融合のプロセ
スがあると考えられないか？　5．血管周囲のmacro－
phageの集合像（perivascular皿acrophage　cufftng）
を、HエVも含むウィルス脳炎の所見と考えられない
か？
　〔結語〕今回、Hエv感染脳にみられた大小の壊死
の症例を報告した。
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われわれは抗体及び抗腫瘍剤を結合させた（bi－
functiona1）免疫磁性粒子による特異的腫瘍の狙
撃療法の開発を目的として、磁性粒子を合成し、
それらの薬剤結合性および、in　vitroでの制癌効
果の評価を昨年度の本学会で発表した。今回は粒
子結合型抗腫瘍剤のin　vivoでの腫瘍増殖抑制お
よび、腫瘍細胞の近傍に装着した磁石がこれらに
及ぼす影響について調べた。使用した3種類の磁
性粒子は粒径、鉄含有量はほぼ同程度で、表面の
性状のみが異なることが分一タ電位の測定値から
明らかになった。磁性粒子へのadriamycinおよび
daunomycin（DM）の結合性を比較したところ、
adriamycinは表面にCOOH基を有する粒子よりも
streneコートした粒子でよく結合し、逆にDMでは
、COOH基を有する粒子で良好な結合性が認められ
た。この粒子に結合したDMは、　in　vitroでの抗腫
瘍効果が認められているので、今回はin　vivoで
の判定を試みた。C3H／He♂マウスに、1×108
コのMH134肝癌細胞を皮下注射し、1日後にDM
量として2－8mg／Kg　mouseを投与して直ちに磁石
を装着し、馬匹7－8匹とし磁石適用群と非適用
群で平均腫瘍サイズを比較した。腫瘍接種30日目
に、対照群は27．lmmであり、2．0㎎／kg投与した磁
石非適用群は16．4mmで、　Free型DMでの成績とほ
ぼ同程度あったのに対し、適用群では7．3㎜であ
り顕著な縮小を認めた。さらに8．0㎎／kg投与した
磁石非適用群でも9．8㎜でFree型DMの10．7㎜と同
程度であったのに対し、適用群では2．4㎜と一層
著明な縮小を認めた。またこの実験系で、対照群
は平均生存日数34．1日で、58日には生存率0％にな
るのに対し、磁石非適用群およびFree型投与群は
ともに80日目で50％以上であったが、適用群では
80％であり、延命効果からも磁石適用時の磁性粒
子結合型薬剤の有効性が判明した。
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